
は
じ
め
に
 
 

兼
晋
の
‡
窮
乏
（
三
O
l
ニ
l
二
六
一
）
 
の
車
輪
は
、
『
右
帯
封
記
』
『
抒
化
間
 
 

帖
≡
≡
王
帖
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
お
よ
び
我
が
国
に
残
存
し
 
 

て
い
る
も
の
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
お
よ
そ
六
百
数
十
条
が
現
在
に
伝
え
ら
れ
 
 

て
い
る
。
（
抹
丑
〕
今
、
息
子
の
献
之
に
宛
て
た
部
斡
を
見
て
み
よ
う
。
（
牲
②
〕
 
 
 

「
中
郎
の
娘
は
、
少
し
は
気
に
入
り
ま
し
た
か
。
こ
の
度
の
縁
糾
は
、
ま
た
と
 
 

な
い
も
の
で
す
。
私
の
先
耶
の
思
い
を
．
少
し
は
考
え
て
み
て
v
れ
ま
し
た
か
。
 
 

中
郎
女
、
頗
和
ロ
ー
r
r
l
J
不
。
今
時
姉
対
、
白
不
可
撹
郎
㍉
俣
往
止
恩
、
君
頗
論
 
 
 

不
。
大
都
此
亦
H
咋
椚
。
耶
。
（
『
浄
化
』
五
・
『
二
王
』
上
）
 
 

む
ト
・
y
i
い
上
等
 

中
郎
の
女
－
頗
か
向
ふ
所
有
り
や
不
や
。
今
時
の
媚
対
、
自
ら
得
た
得
可
か
 
 

ま   

き
き
い
与
■
い
左
ト
〔
‖
に
ノ
■
ま
t
▲
J
 
ら
ず
。
俣
の
往
の
意
、
君
は
頗
か
論
ず
る
や
不
や
。
大
都
此
れ
は
亦
た
当
 
 

ヤ
 
 

に
君
に
在
る
ぺ
L
。
耶
よ
n
㌔
 
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
王
戟
之
・
書
翰
用
語
∵
六
朝
漢
語
・
口
語
語
彙
 
 

重
義
之
苗
翰
中
の
語
彙
 
 

大
体
こ
の
市
は
、
も
ち
ろ
ん
お
前
次
踊
な
の
で
す
が
。
父
よ
り
ご
と
い
う
内
 
 

容
の
こ
の
手
紙
は
、
王
義
之
と
息
子
の
献
之
と
の
闘
わ
り
を
知
る
上
で
も
非
常
 
 

に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
言
語
の
両
か
ら
見
れ
ば
、
こ
こ
に
二
度
出
て
く
る
 
 

「
頗
～
不
」
と
い
う
表
現
は
、
六
朝
緬
議
に
特
徴
的
な
も
の
で
、
王
養
之
の
 
 

轄
掛
で
は
こ
こ
の
例
の
他
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
 
 
 

「
し
ば
し
ば
平
榔
に
昔
〕
‖
‖
を
異
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
生
し
た
日
時
の
疲
 
 

弊
を
睾
相
が
〕
ど
う
し
て
耳
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
 
 

加
数
党
首
盲
於
相
。
時
弊
亦
何
叫
不
耳
。
頗
得
応
対
不
。
吉
井
、
先
祖
芥
。
 
 
 

得
桓
講
吊
出
＝
、
云
白
米
増
捉
、
皆
当
停
為
鞘
。
（
「
右
耳
』
二
八
五
〕
 
 

L
小
「
′
ヰ
爪
 
敬
し
ば
苦
言
を
相
に
致
す
を
如
宅
時
弊
亦
た
何
ぞ
耳
に
せ
ぎ
る
可
け
ん
 
 

い
萎
・
■
 
や
。
頗
か
応
対
を
得
た
り
や
不
や
。
吾
が
雷
、
未
だ
芥
へ
ら
れ
ず
。
桓
潤
耶
 
 

▲
▲
上
■
 
の
雷
を
緋
た
る
に
、
白
光
の
増
澤
ほ
、
皆
な
当
に
悼
む
る
を
鞘
し
と
為
す
ぺ
 
 

し
と
云
ふ
。
 
 

佐
 
藤
 
利
 
行
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「
私
は
薬
を
長
い
あ
い
だ
服
用
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
は
っ
き
り
し
ま
せ
 
 

ん
。
（
し
か
し
）
 
大
体
の
と
こ
ろ
は
以
前
に
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
ま
し
で
す
。
あ
 
 

な
た
も
お
体
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。
こ
の
手
紙
を
書
き
な
が
ら
、
た
だ
悲
し
 
 

い
思
い
で
お
り
ま
す
。
」
 
 

少
し
は
反
応
が
あ
り
ま
し
た
か
。
私
の
上
書
に
は
、
ま
だ
返
答
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

桓
護
軍
の
お
手
紙
を
受
け
取
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
『
白
米
の
増
運
の
件
は
、
 
 

す
べ
て
停
止
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
』
と
あ
り
ま
し
た
。
」
 
 
 

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
「
頗
～
不
」
 
と
い
う
表
現
は
、
 
 

「
少
し
は
～
か
？
」
 
と
い
う
意
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
六
朝
期
に
特
徴
的
な
表
 
 

現
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
の
書
翰
に
見
え
る
 
「
大
都
」
 
と
い
う
語
は
、
「
大
体
 
 

の
と
こ
ろ
」
 
「
ほ
と
ん
ど
」
 
と
い
う
意
を
あ
ら
わ
す
副
詞
で
、
例
え
ば
次
の
よ
 
 

う
な
書
翰
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 

お
ほ
よ
そ
 
吾
は
服
食
す
る
こ
と
久
し
き
も
、
猶
ほ
劣
劣
為
り
。
大
都
 
 

‡
な
♂
モ
 
ぶ
る
に
、
衡
た
可
と
為
す
耳
。
足
下
は
保
愛
を
上
と
為
せ
。
 
 

ら
う
ち
や
ぅ
 
 

だ
憫
慣
た
る
有
る
の
み
。
 
 

先
生
適
書
。
亦
小
小
不
能
佳
、
大
都
可
耳
。
此
書
、
因
謝
常
侍
信
還
。
令
 
 

知
間
。
可
令
謝
長
史
具
消
息
。
（
『
右
軍
』
 
二
二
・
『
淳
化
』
 
五
）
 
 

吾
服
食
久
、
猶
為
劣
劣
。
大
都
比
之
年
時
、
為
復
可
耳
。
足
下
保
愛
為
上
。
 
 

臨
書
但
有
憫
慣
。
（
『
右
軍
』
 
六
・
『
淳
化
』
 
四
・
『
二
王
』
中
）
 
 

ノ
＼
ら
 
之
を
年
時
に
比
 
 

書
に
臨
ん
で
但
 
 
 

た  

○
足
下
行
穣
久
。
人
還
責
応
快
不
。
大
都
当
任
県
、
量
宜
。
（
『
右
軍
』
二
九
〇
）
 
 

E
J
 

し
や
う
＼
〕
い
な
 
 
足
下
穣
に
行
く
こ
と
久
し
。
人
還
た
意
に
応
ず
る
こ
と
快
な
り
や
不
 
 

お
ほ
よ
そ
 
 

や
。
大
都
任
に
県
に
当
つ
る
に
は
、
宜
し
き
を
量
る
。
 
 

（
大
都
）
 
 
 

先
に
も
取
り
上
げ
た
 
「
大
都
」
 
と
い
う
副
詞
の
用
例
に
は
、
他
に
も
次
の
よ
 
 

う
な
も
の
が
あ
る
。
 
 

以
下
、
小
論
で
は
王
義
之
の
書
翰
に
見
え
る
語
彙
に
つ
い
て
、
六
朝
期
に
特
 
 

徴
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
に
 
 

し
た
い
。
 
 

○
吾
為
亦
劣
、
大
都
復
是
平
平
。
隔
耳
許
日
、
前
後
有
其
効
、
何
喩
。
（
『
右
軍
』
 
 
 

「
先
生
か
ら
た
ま
た
ま
お
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。
や
は
り
少
し
ば
か
り
よ
く
な
 
 

ら
な
い
よ
う
で
す
が
、
大
体
よ
い
よ
う
で
す
。
こ
の
手
紙
は
、
謝
常
侍
の
使
い
 
 

の
者
に
こ
と
づ
け
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。
（
何
か
あ
れ
ば
使
い
の
者
に
託
し
 
 

て
）
 
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
謝
長
史
に
も
詳
し
く
連
絡
を
さ
せ
て
下
さ
い
。
」
 
 

し  

二
 
 
 

た
ま
た
 

お
ほ
よ
そ
 
 

先
生
よ
り
適
ま
書
あ
り
。
亦
た
小
小
 
佳
な
る
能
は
ぎ
る
も
、
大
都
可
な
 
 

の
み
し
 
る
耳
。
此
の
書
、
謝
常
侍
の
信
に
因
り
て
還
す
。
知
間
せ
令
め
よ
。
謝
長
史
 
 

つ
ー
サ
さ
 
 

を
し
て
且
紆
消
息
せ
令
む
可
し
。
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○
姉
累
告
安
和
。
梅
妹
大
都
可
行
。
蓑
妹
極
得
石
散
力
。
（
『
右
軍
』
 
二
三
〇
）
 
 
 

○
都
新
婦
、
大
都
小
差
。
（
『
右
軍
』
 
三
九
一
）
 
 

ち
お
ほ
上
そ
 
 
 
都
新
婦
は
、
大
都
小
し
く
差
ゆ
。
 
 

○
賢
妹
大
都
転
差
、
然
以
故
、
有
時
嘔
食
不
巳
。
是
老
年
衰
疾
、
更
亦
非
可
倉
 
 
 

卒
。
大
都
転
差
為
慰
。
（
『
右
軍
』
 
三
一
六
・
『
淳
化
』
 
三
）
 
 

お
は
卜
；
」
う
こ
 

ゆ
ゑ
 
 
 

賢
妹
は
大
都
転
た
昇
ゆ
る
も
、
然
れ
ど
も
故
を
以
て
、
時
に
嘔
食
し
て
 
 

巳
ま
ざ
る
こ
と
有
り
。
是
れ
老
年
の
衰
疾
に
し
て
、
更
に
亦
た
倉
卒
な
る
 
 

お
ほ
よ
そ
う
た
し
 
 

可
き
こ
と
に
非
ず
。
大
都
転
た
差
ゆ
る
を
慰
め
と
為
す
。
 
 

ヤ
 
 

○
賢
妹
大
都
勝
前
、
至
不
欲
食
、
 
 

お
ほ
よ
そ
さ
き
ま
さ
 
 

賢
妹
は
大
都
前
に
勝
る
も
、
 
 

恒
に
人
を
し
て
憂
へ
令
む
。
 
 

し  

1誉  

○
大
都
夏
冬
自
可
足
。
麦
秋
軌
有
達
。
此
亦
人
之
常
。
（
『
二
王
』
中
）
 
 

は
よ
 

の
づ
か
 

す
な
に
た
が
 
 

大
都
夏
冬
は
自
ら
足
れ
り
と
す
可
し
。
麦
秋
に
は
軌
ち
違
ふ
有
り
。
此
 
 

れ
亦
た
人
の
常
な
り
。
 
 

二
二
・
『
淳
化
』
五
）
 
 

お
ほ
よ
そ
ま
 

ふ
さ
 
 
 

吾
は
為
に
亦
た
劣
な
る
も
、
大
都
復
た
是
れ
平
平
な
り
。
耳
を
隔
ぐ
こ
 
 

た
と
 
 
 

と
許
日
、
前
後
し
て
其
の
効
有
ら
ば
、
何
に
か
喩
へ
ん
。
 
 

篤
粛
。
恒
令
人
憂
。
（
『
右
軍
』
 
二
六
四
）
 
 

く
る
ゐ
 
 

食
を
欲
せ
ざ
る
に
至
り
て
、
篤
嘉
な
り
。
 
 

王
義
之
の
書
翰
に
見
え
る
 
「
一
十
」
 
と
い
う
語
は
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
二
 
 

例
の
み
で
あ
る
が
、
実
は
此
の
語
は
西
晋
の
陸
雲
 
（
二
六
二
～
三
〇
三
）
 
が
兄
 
 

の
陸
機
に
与
え
た
書
翰
「
与
兄
平
原
書
」
 
の
中
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
注
③
）
 
 

三
 
 
 

（
一
十
）
 
 
 

王
義
之
の
書
翰
に
は
、
六
朝
漢
語
に
特
徴
的
な
副
詞
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
 
 

き
る
。
先
に
取
り
上
げ
た
 
「
大
都
」
 
も
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
 
「
一
十
」
 
 

と
い
う
副
詞
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

○
吾
猶
不
勝
能
佳
、
一
十
早
往
遅
。
（
『
右
軍
』
一
九
五
）
 
 

つ
と
ゆ
 

吾
は
猶
ほ
酷
く
佳
な
る
に
勝
へ
ざ
る
も
、
一
十
単
に
往
き
て
遅
た
ん
。
 
 

ま  

○
当
遠
行
、
諸
懐
何
可
言
。
一
十
必
早
発
。
想
足
下
如
向
期
也
。
（
『
右
軍
』
 
 

○
伯
熊
過
。
見
之
、
悲
酸
大
都
可
耳
。
惟
垂
心
。
（
『
淳
化
』
 
三
）
 
 

よ
ぎ
二
れ
 

お
も
 
 

げ
笑
 
 

お
ほ
上
そ
 
 

伯
熊
過
る
。
之
を
見
る
に
、
悲
酸
も
大
都
可
な
る
耳
。
垂
心
を
惟
ふ
。
 
 

九
四
）
 
 
 

遠
行
す
る
に
当
た
り
て
、
諸
懐
 
何
ぞ
言
ふ
可
け
ん
や
。
 
 

さ
鼻
亡
 
 
 

に
発
せ
よ
。
足
下
の
向
の
期
の
如
く
す
る
を
想
ふ
な
り
。
 
 

さ
 

お
ほ
よ
そ
 
 

姉
は
告
を
累
ぬ
る
に
安
和
な
り
。
梅
妹
は
大
都
行
な
る
可
し
。
義
妹
は
 
 

極
め
て
石
散
の
力
を
得
た
り
。
 
 
 

つ
と
 
一
十
必
ず
早
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こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
 
「
一
十
」
 
と
い
う
副
詞
は
 
「
と
も
か
く
」
 
の
意
で
あ
る
 
 

こ
と
が
分
か
る
。
王
義
之
の
書
翰
、
陸
雲
の
書
翰
の
他
に
 
「
一
十
」
 
の
用
例
は
 
 

未
だ
見
な
い
。
 
 

○
信
反
、
得
去
月
七
日
書
、
知
足
下
故
義
疾
。
（
『
淳
化
』
 
四
・
『
二
王
』
上
）
 
 
 

○
信
既
乏
劣
、
又
頭
痛
甚
。
（
『
右
軍
』
 
四
〇
六
）
 
 

信
は
既
に
乏
劣
に
し
て
、
又
た
頭
痛
 
甚
だ
し
。
 
 

○
近
有
慰
院
光
禄
信
在
耳
。
（
『
右
軍
』
一
九
七
）
 
 の

み
 
 

近
ご
ろ
院
光
禄
の
信
の
在
る
を
慰
む
る
有
る
耳
。
 
 

●
一
十
当
貴
之
、
書
不
工
、
紙
又
悪
、
恨
不
精
。
（
「
与
兄
平
原
書
」
 
三
五
）
 
 

ま
さ
 

た
く
 
 
 

一
十
当
に
之
を
黄
す
べ
き
も
、
書
は
工
み
な
ら
ず
、
紙
も
又
た
悪
け
れ
 
 

ば
、
精
な
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
恨
む
。
 
 

●
一
十
当
出
略
通
、
日
在
馬
上
、
此
不
可
譜
。
（
「
与
兄
平
原
書
」
 
六
）
 
 

生
さ
 

一
十
当
に
略
通
を
出
だ
す
べ
き
も
、
日
び
馬
上
に
在
れ
ば
、
此
れ
譜
ふ
 
 

可
か
ら
ず
。
 
 

（
信
・
信
使
）
 
 

王
義
之
の
書
翰
に
は
 
「
信
」
 
と
い
う
語
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
 
 

○
此
信
、
過
不
得
駈
茎
日
。
想
其
喜
一
一
也
。
（
『
右
軍
』
 
二
六
四
）
 
 

ょ
ぎ
 
 

此
の
信
、
過
る
も
駈
州
の
書
を
得
ず
。
想
ふ
に
其
の
書
に
は
一
一
す
る
な
ら
 
 

ん
。
 
 

○
桐
物
当
治
護
。
信
到
、
便
遣
来
。
（
『
王
右
軍
集
』
 
二
）
 
 

」
王
女
 
 

。
、
 

○
不
審
定
何
日
当
北
。
過
信
復
白
。
遅
承
後
間
。
（
『
淳
化
』
 
五
）
 
 

ま
さ
 
 

つ
ま
び
 
 

。
 

○
又
出
薬
精
、
要
有
験
、
信
以
可
致
。
（
『
淳
化
』
 
四
・
『
二
王
』
中
）
 
 

も
し
る
し
 
 

又
た
薬
精
を
出
だ
せ
ば
、
要
し
験
有
ら
ば
、
信
以
て
致
す
可
し
。
 
 

○
此
書
、
因
謝
常
侍
信
還
。
令
知
間
。
（
『
右
軍
』
 
二
二
・
『
淳
化
』
 
五
）
 
 

か
へ
 

此
の
書
、
謝
常
侍
の
信
に
因
り
て
還
す
。
知
間
せ
令
め
よ
。
 
 

○
信
云
、
舎
子
別
送
、
乃
是
北
方
物
也
。
（
『
淳
化
』
 
四
・
『
二
王
』
中
）
 
 

信
云
ふ
、
舎
子
の
別
に
送
り
し
は
、
乃
ち
是
れ
北
方
の
物
な
り
と
。
 
 

ま 

1‡  

定
た
何
れ
の
日
に
当
に
北
す
べ
き
か
を
審
ら
か
に
せ
ず
信
に
遇
は
ば
復
 
 

た
白
せ
よ
。
後
間
を
承
く
る
を
逢
つ
。
 
 

か 

四
 
 

る
ゐ
し
つ
 
 

信
反
り
、
去
月
七
日
の
書
を
得
て
、
足
下
の
故
よ
り
高
疾
あ
る
を
知
る
。
 
 

桐
物
は
当
に
治
讃
す
べ
し
信
到
ら
ば
便
ち
遺
し
来
た
れ
。
 
 

つ
か
は
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こ
れ
ら
の
 
「
信
」
 
「
信
使
」
 
と
い
う
語
は
、
手
紙
を
運
ぶ
使
者
と
い
う
意
味
 
 

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
 
「
信
」
 
は
 
「
信
使
」
 
を
省
略
し
た
言
い
方
で
あ
 
 

る
と
思
わ
れ
る
。
王
義
之
の
時
代
、
書
翰
は
今
日
の
電
話
あ
る
い
は
携
帯
電
話
 
 

の
メ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
手
紙
を
運
ぶ
使
者
が
家
々
の
間
を
 
 

頻
繁
に
行
き
来
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 

○
信
使
甚
数
、
而
無
還
者
、
似
書
疏
不
可
得
。
（
『
右
軍
』
 
二
三
五
）
 
 

は
㌧
 

か
へ
 
 

信
使
甚
だ
数
ば
な
る
も
、
還
る
者
無
く
、
書
疏
は
得
可
か
ら
ざ
る
に
似
 
 

た
り
。
 
 

○
及
領
軍
信
。
書
不
次
。
（
『
右
軍
』
一
七
七
）
 
 
 

領
軍
の
信
に
及
ぶ
。
書
は
次
あ
ら
ず
。
 
 

○
不
多
書
、
尋
□
更
有
信
也
。
（
『
王
右
軍
集
』
 
二
）
 
 

書
多
か
ら
ざ
る
も
、
尋
い
で
□
更
に
信
有
ら
ん
。
 
 

つ  

○
須
信
還
。
知
定
当
近
道
、
迎
足
下
也
。
（
『
右
軍
』
 
六
七
）
 
 

ま
さ
 
 

か
へ
ま
 
 
 
信
の
還
る
を
須
つ
。
定
め
て
当
に
近
道
し
て
、
足
下
を
迎
ふ
べ
き
を
知
る
 
 

な
り
。
 
 

○
僕
信
還
。
奉
州
将
去
月
十
二
日
告
、
甚
慰
。
（
『
右
軍
』
一
四
九
）
 
 

♪
＼
 
 

僕
の
信
 
還
る
。
州
将
の
去
月
十
二
日
の
告
を
奉
じ
、
甚
だ
慰
む
。
 
 

（
～
自
・
～
爾
・
～
巳
）
 
 
 

六
朝
期
に
は
 
「
自
・
爾
・
巳
」
 
を
接
尾
辞
と
し
て
伴
う
副
詞
が
多
く
見
ら
れ
 
 

る
。
こ
れ
ら
 
「
白
・
爾
・
巳
」
 
の
字
は
一
字
の
副
詞
に
接
尾
辞
と
し
て
添
え
ら
 
 

れ
、
副
詞
を
二
音
節
化
し
て
お
り
、
口
語
的
要
素
の
強
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

ザ 

○
民
白
服
橡
屑
、
下
断
、
体
気
便
自
差
強
。
（
『
右
軍
』
 
三
六
四
）
 
 

づ
な
 

民
は
橡
屑
を
服
し
て
白
り
、
下
は
断
え
、
体
気
は
便
白
ち
差
や
強
し
。
 
 

や  

○
未
能
忘
己
、
便
自
不
得
行
。
（
『
右
軍
』
 
二
二
四
）
 
 

「
r
†
∵
ユ
 
 

未
だ
能
く
己
を
忘
れ
ざ
れ
ば
、
便
自
ち
行
な
ふ
を
得
ざ
ら
ん
。
 
 

○
諸
宜
皆
当
自
詳
計
春
日
遅
望
。
（
『
右
軍
』
 
三
四
九
）
 
 

も
ろ
も
よ
ろ
‡
さ
つ
ま
ぴ
ら
 
 
諸
ろ
は
宜
し
く
皆
な
卦
自
に
計
を
詳
か
に
し
日
を
審
か
に
し
て
遅
望
す
べ
 
 

し
。
 
 

○
政
自
当
私
共
胸
懐
。
然
得
公
平
正
直
耳
。
（
『
右
軍
』
 
二
二
四
）
 
 

ひ
ろ
 

し
カ
 

た
ま
さ
 

政
自
だ
当
に
其
の
胸
懐
を
裕
く
す
べ
し
。
然
ら
ば
公
平
正
直
を
得
ん
耳
。
 
 の 

○
任
意
在
世
中
、
政
自
不
得
不
小
僻
仰
同
異
。
（
『
右
軍
』
 
二
五
四
）
 
 

意
に
任
せ
て
世
の
中
に
在
る
も
、
政
自
だ
小
し
く
同
異
を
傭
仰
せ
ざ
る
を
 
 

得
ず
。
 
 

た  

五   
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（
書
翰
用
語
）
 
 
 

今
日
の
日
本
で
は
手
紙
の
冒
頭
に
 
「
拝
啓
・
拝
復
 
（
返
信
）
・
謹
啓
 
（
呼
び
 
 

か
け
）
」
 
な
ど
の
頭
語
を
冒
頭
に
添
え
、
結
語
と
し
て
 
「
敬
具
・
か
し
こ
 
（
女
 
 

性
）
・
で
は
ま
た
」
 
な
ど
の
語
で
結
ぶ
習
慣
が
あ
る
。
ま
た
前
文
を
省
略
し
て
 
 

主
文
か
ら
入
る
場
合
に
は
 
「
前
略
」
、
そ
の
結
び
と
し
て
は
 
「
早
々
・
草
々
」
 
 

な
ど
の
語
を
用
い
て
い
る
。
 
 
 

王
義
之
の
書
翰
の
場
合
に
も
、
こ
れ
ら
の
頭
語
・
結
語
に
相
当
す
る
よ
う
な
 
 

語
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
の
主
な
も
の
を
見
て
み
よ
う
。
 
 
 

た  

○
但
異
域
之
帝
、
素
巳
不
可
言
。
 
 

但
だ
異
域
の
帝
な
る
こ
と
、
 
 

○
政
爾
遠
来
、
於
礼
誠
不
可
達
。
所
以
狼
狽
遠
迎
。
（
『
右
軍
』
 
三
四
八
）
 
 

ま
さ
 
 

政
爾
に
遠
く
来
た
れ
ば
、
礼
に
於
い
て
誠
に
達
ふ
可
か
ら
ず
。
狼
狽
し
て
 
 

ゆ
ゑ
ん
 
 

遠
く
迎
へ
し
所
以
な
り
。
 
 

○
又
不
能
不
痛
配
佃
存
亡
。
政
爾
復
何
於
求
之
。
（
『
淳
化
』
 
三
）
 
 

生
さ
ま
 
 

又
た
配
仰
の
存
亡
を
痛
ま
ざ
る
能
は
ず
。
政
爾
に
復
た
何
に
於
い
て
か
之
を
 
 

求
め
ん
。
 
 

義
之
死
罪
。
伏
想
朝
廷
清
和
。
稚
恭
遂
進
鎮
。
東
西
斉
挙
、
想
剋
定
有
期
 
 

也
。
義
之
死
罪
死
罪
。
（
『
右
軍
』
 
三
六
一
）
 
 
 

（
『
右
軍
』
一
七
九
）
 
 

J
℃
と
よ
 
 

素
巳
り
言
ふ
可
か
ら
ず
。
 
 
 

六
 
 
 

J
ひ
 
 

義
之
 
死
罪
。
伏
し
て
想
ふ
に
朝
廷
は
清
和
な
ら
ん
。
稚
恭
は
遂
に
鎮
を
進
 
 

む
。
東
西
よ
り
斉
し
く
挙
ぐ
れ
ば
、
想
ふ
に
剋
定
す
る
に
期
有
ら
ん
。
義
之
 
 

死
罪
死
罪
。
 
 

九
月
三
日
、
義
之
報
。
敬
倫
遮
諸
人
、
去
晦
祥
商
。
情
以
酸
割
。
念
卿
傷
 
 
 

切
。
諸
人
豊
可
堪
処
。
奈
何
奈
何
。
及
書
不
既
。
義
之
報
。
（
『
右
軍
』
一
 
 
 

七
三
）
 
 

L
や
う
た
ん
 
 

九
月
三
日
、
義
之
 
報
ず
。
敬
倫
・
遮
の
諸
人
、
去
晦
祥
宿
す
。
情
は
以
 
 

し
ガ
7
 
 

お
も
 
 

て
酸
割
な
り
。
卿
の
傷
切
を
念
ふ
。
諸
人
 
豊
に
堪
ふ
可
き
処
あ
ら
ん
や
。
 
 

奈
何
せ
ん
奈
何
せ
ん
。
書
に
及
ぶ
も
既
く
さ
ず
。
義
之
報
ず
。
 
 

義
之
死
罪
。
前
得
雲
子
諸
人
書
、
並
毀
頓
。
胡
之
惟
分
推
、
難
為
心
。
当
 
 
 

有
分
西
着
否
。
義
之
死
罪
。
（
『
右
軍
』
一
八
四
）
 
 

セ
ナ
宰
 
 

義
之
死
罪
。
前
に
雲
子
の
諸
人
の
書
を
得
た
る
に
、
並
び
に
毀
頓
す
。
胡
 
 

を
さ
 
 

こ
 
之
は
惟
れ
分
推
す
れ
ば
、
心
を
為
め
難
し
。
卦
た
西
に
分
す
る
者
有
り
や
否
 
 

や
。
義
之
死
罪
。
 
 

九
月
二
十
八
日
、
義
之
頓
首
頓
首
。
昨
者
書
、
想
至
参
軍
。
近
有
慰
院
光
 
 
 

禄
信
在
耳
。
許
中
部
家
、
欲
因
書
比
去
報
。
如
厳
君
、
遂
不
救
疾
。
推
切
 
 
 

心
情
、
不
得
自
 
（
塗
両
三
字
）
 
甚
痛
。
当
奈
何
。
深
当
寛
勉
、
以
不
忘
先
 
 
 

心
。
臨
紙
但
有
酸
側
。
王
義
之
頓
首
。
（
『
右
軍
』
一
九
七
）
 
 

さ
き
二
ろ
 
 

九
月
二
十
八
日
、
義
之
頓
首
頓
首
。
昨
者
の
書
、
想
ふ
に
参
軍
に
至
ら
ん
。
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義
之
白
。
一
日
、
殊
不
叙
闊
懐
。
得
書
、
知
足
下
咳
劇
。
甚
秋
秋
。
護
之
。
 
 
 

翼
以
散
。
力
不
一
一
。
王
義
之
白
。
（
『
右
軍
』
 
四
一
一
）
 
 

い
ち
に
ら
こ
一
く
わ
つ
く
わ
い
 

ま
う
 

し
ょ
ザ
 
 

義
之
自
す
。
一
日
、
殊
に
闊
懐
を
叙
せ
ず
。
書
を
得
て
、
足
下
の
咳
の
劇
 
 

か
う
か
う
 

ま
．
r
、
 
 

し
き
を
知
る
。
甚
だ
秋
秋
た
り
。
之
を
護
れ
よ
。
以
て
散
ぜ
ん
こ
と
を
糞
ふ
。
 
 

ま
う
 
 

力
不
一
一
。
王
義
之
自
す
。
 
 
 

三
月
十
三
日
、
義
之
頓
首
。
近
反
亦
至
。
念
足
下
哀
悼
之
至
、
不
可
勝
。
 
 
 

更
寒
外
、
足
下
何
如
。
吾
劣
劣
。
力
遣
知
問
。
王
義
之
頓
首
。
（
『
右
軍
』
 
 
 

生
 

四
〇
九
）
 
 

お
も
 
 

三
月
十
三
日
、
義
之
頓
首
。
近
ご
ろ
反
も
亦
た
至
る
。
念
ふ
に
足
下
は
哀
 
 

悼
の
至
り
に
し
て
、
勝
ふ
可
か
ら
ざ
ら
ん
。
更
に
寒
外
と
な
る
に
、
足
下
は
 
 

1
 

レ
7
日
′
ハ
 
 

何
如
。
吾
は
劣
劣
た
り
。
力
遣
知
間
。
王
義
之
頓
首
。
 
 
 

や 

近
ご
ろ
院
光
禄
の
信
の
在
る
を
慰
む
る
有
る
耳
。
許
中
郎
の
家
に
は
、
書
に
 
 

二
の
こ
 

つ
へ
ン
E
ひ
 
 

計
り
て
比
ろ
報
を
去
ら
ん
と
欲
す
。
厳
君
の
如
き
は
、
遂
に
疾
を
救
は
れ
ず
。
 
 

よ
レ
カ
∴
 
 

み
つ
か
 
 

心
情
を
推
切
し
、
自
ら
□
す
る
を
得
ず
。
□
□
甚
だ
痛
む
。
卦
た
奈
何
せ
ん
。
 
 

ま
さ
 

深
く
当
に
寛
勉
す
べ
き
も
、
以
て
先
の
心
を
忘
れ
ず
。
紙
に
臨
ん
で
は
但
だ
 
 

酸
側
有
る
の
み
。
王
義
之
頓
首
。
 
 

た  

六
月
三
日
、
義
之
白
。
狙
暑
。
此
歳
巳
半
。
感
慨
弼
深
。
得
二
十
七
日
書
、
 
 

知
足
下
安
。
頃
秋
秋
、
愁
増
患
耶
。
善
消
息
。
吾
至
勿
勿
。
常
恐
一
夏
不
 
 

可
過
。
不
一
一
。
王
義
之
白
。
（
『
右
軍
』
 
四
二
四
）
 
 
 

且
奉
詞
、
感
思
悲
働
。
得
書
知
間
。
吾
乏
劣
。
力
不
一
一
。
王
義
之
問
。
 
 

（
『
右
軍
』
 
四
二
六
）
 
 

あ
し
た
 
 

且
に
奉
詞
し
、
感
思
悲
働
す
。
書
を
得
て
間
を
知
る
。
吾
は
乏
劣
た
り
。
 
 

力
不
一
一
。
王
義
之
間
す
。
 
 

秋
中
感
懐
。
異
雨
冷
、
足
下
各
可
可
耳
。
胴
風
遂
欲
成
患
、
甚
憂
之
。
力
 
 
 

知
問
。
王
義
之
頓
首
。
（
『
淳
化
』
 
三
・
『
二
王
』
中
）
 
 

の
み
か
ふ
ふ
う
 
 

の
 
 

秋
中
感
懐
あ
り
。
異
に
雨
冷
な
り
、
足
下
各
の
可
可
な
ら
ん
耳
。
肺
風
は
 
 

つ
ひ
し
 
遂
に
患
を
成
さ
ん
と
欲
、
甚
だ
之
を
憂
ふ
。
力
知
間
。
王
義
之
頓
首
。
 
 

そ
し
ょ
 
 

六
月
三
日
、
義
之
自
す
。
祖
暑
な
り
。
此
の
歳
も
巳
に
半
ば
な
り
。
感
慨
 
 

す
る
こ
と
爾
よ
探
し
。
二
十
七
日
の
書
を
得
て
、
足
下
の
安
な
る
を
知
る
。
 
 

ン
 
 

こ
の
二
か
う
か
う
 
 

頃
ろ
秋
秋
と
し
て
、
愁
ひ
て
患
ひ
を
増
す
を
耶
。
善
く
消
息
せ
よ
。
吾
は
至
 
 

こ
つ
二
つ
 
 

っ
て
勿
勿
た
り
。
常
に
一
夏
の
過
ご
す
可
か
ら
ざ
る
を
恐
る
。
不
一
一
。
王
 
 

義
之
白
す
。
 
 

れ  

ま 

四
月
廿
三
日
、
義
之
頓
首
。
昨
書
不
悉
。
君
可
不
。
腫
劇
憂
之
。
力
遣
不
 
 
 

具
。
（
『
淳
化
』
 
三
）
 
 

四
月
廿
三
日
、
義
之
頓
首
。
昨
の
書
は
悉
さ
ず
。
君
は
可
な
り
や
不
や
。
 
 

げ
 

勝
る
る
こ
と
劇
し
け
れ
ば
之
を
憂
ふ
。
力
遣
不
具
 
 

い 

僕
可
耳
。
力
数
字
。
王
義
之
頓
首
。
（
『
淳
化
』
 
三
）
 
 

七
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こ
こ
に
王
義
之
の
書
翰
に
見
え
る
書
翰
用
語
の
幾
つ
か
の
典
型
的
な
も
の
を
 
 

列
挙
し
た
。
こ
れ
ら
の
例
を
見
て
分
か
る
こ
と
は
、
書
き
出
し
に
は
、
ま
ず
 
 

「
九
月
三
日
」
 
「
九
月
二
十
八
日
」
 
「
三
月
十
三
日
」
 
と
い
っ
た
よ
う
に
月
日
を
 
 

記
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
頭
語
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「
義
之
死
罪
」
 
「
義
之
 
 

頓
首
」
 
「
義
之
白
」
 
な
ど
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
当
然
 
 

な
が
ら
手
紙
の
相
手
に
よ
っ
て
使
い
分
け
を
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

結
語
に
関
し
て
は
、
多
く
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
お
よ
そ
 
「
義
之
死
 
 

罪
」
 
で
書
き
出
さ
れ
た
も
の
は
 
「
義
之
死
罪
」
 
結
び
、
同
様
に
 
「
義
之
頓
首
」
 
 

「
義
之
白
」
 
を
頭
語
と
し
て
も
の
は
同
じ
く
 
「
義
之
頓
首
」
 
「
義
之
白
」
 
を
結
 
 

語
と
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
多
く
の
結
び
の
語
が
用
い
ら
 
 

れ
て
い
る
。
 
 

「
力
遣
知
問
」
 
 

「
不
一
一
」
 
 

「
力
不
一
〓
 
 

「
力
知
問
」
 
 

「
力
遣
不
具
」
 
 

「
力
数
字
」
 
 

僕
は
可
な
る
耳
。
力
数
字
。
王
義
之
頓
首
。
 
 

つ
と
 

（
力
め
て
知
間
を
遣
る
）
。
よ
う
や
く
手
紙
を
し
た
た
め
ま
し
た
。
 
 

（
一
一
な
ら
ず
）
。
草
々
。
 
 

つ
と
 
 

（
九
む
る
も
一
一
な
ら
ず
）
。
草
々
不
次
。
 
つ
と
 
（
ガ
め
て
知
間
す
）
。
草
々
。
 
つ
と
 
（
ガ
め
て
遣
る
も
具
は
ら
ず
）
。
早
々
不
次
。
 
つ
と
 
 

（
力
め
て
数
字
す
）
。
早
々
。
 
 

ヤ  

八
 
 

こ
れ
ら
の
書
翰
用
語
は
こ
れ
以
外
に
も
多
く
の
用
例
が
あ
っ
て
、
そ
の
詳
細
に
 
 

つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
 
 
 

お
わ
り
に
 
 

以
上
、
今
回
は
東
晋
の
王
義
之
の
書
翰
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
 
 

い
る
特
徴
的
な
語
嚢
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
六
朝
期
に
は
前
代
に
は
用
例
 
 

の
無
か
っ
た
多
く
の
語
彙
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
語
彙
は
王
義
之
の
書
 
 

翰
の
み
な
ら
ず
、
本
論
で
も
触
れ
た
が
西
晋
の
陸
雲
の
書
翰
、
さ
ら
に
同
時
代
 
 

の
文
人
達
の
書
翰
に
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
六
朝
期
に
漢
訳
さ
れ
 
 

た
多
く
の
仏
典
の
中
に
も
共
通
の
語
彙
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
後
 
 

は
こ
れ
ら
の
語
彙
を
収
集
・
整
理
し
て
、
六
朝
漢
語
の
特
徴
を
解
明
し
た
い
。
 
 
 

注
 
 
 

①
森
野
繁
夫
・
佐
藤
利
行
『
王
義
之
全
書
翰
』
 
（
白
帝
社
）
 
を
参
照
。
 
 

②
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
『
右
軍
書
記
』
 
（
唐
・
張
彦
遠
輯
『
法
書
要
録
』
所
 
 
 

収
）
、
『
淳
化
閣
帖
』
 
（
清
・
乾
隆
三
十
四
年
勅
輯
『
武
英
殿
衆
珍
版
』
所
収
）
、
 
 
 

『
二
王
帖
評
釈
』
 
（
宋
・
許
開
撰
『
横
山
草
堂
叢
書
』
所
収
）
 
お
よ
び
 
『
王
 
 
 

右
軍
集
』
 
（
明
・
張
樽
輯
『
漢
魂
六
朝
一
百
三
家
集
』
所
収
）
 
で
あ
る
。
 
 

③
佐
藤
利
行
『
陸
雲
研
究
』
 
（
白
帝
社
）
 
を
参
照
。
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主義之書翰中的詞彙  

東晋王義之（三○三～三六一）的書翰文稿，除収録干《右軍書記》（淳化閣帖》《二王  

帖》等作品以外，還有部分残存干我国。統観二者，約有六百数十条流博至今。因島這些書翰  

多運用昔時的口語表現，可以説是研究六朝漢語的資貴文厳資料。  

此次，筆者閥注王義之書翰之中的口語詞彙，在顕示共用例之外，研究解繹詞意。潜心進  

行六朝漢語研究的基礎作業。  

九   
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